Upon the Retirement of Professor Kazuo UNO by 小川 利康
101宇野和夫先生のご退職にあたって
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　宇野先生は早稲田大学第一法学部を 1974 年 3 月にご卒業後，大学院法学研究科で修
士課程を終了されると，1979 年より社団法人中国研究所の研究員となられました。中
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いました。手元の古いファイルによれば，1995 年 465 名，1996 年 480 名，1997 年 480
名と学部定員の半数弱が中国語を履修しているにも係わらず，クラス数は 10 クラスだ
けで，再履修者も含めると 1クラスは 50 名を超えましたが，専任スタッフは横山宏先








『中国語基本単語 500』を作成し，1 年次に学習を終えるべき単語 500 語を定め，その単




















ロジェクトは川邉信雄先生，櫨山健介先生を中心として企画され，第 1回目の 2004 年






ました。第 2回目の 2006 年からは日系流通企業の中国市場進出について北京，上海，
珠海で現地調査を行い，宇野先生はイトーヨーカ堂についての項目の執筆を担当されま
した（宇野和夫・川邉信雄・櫨山健介編『日系流通企業の中国展開─「世界の市場」へ
の参入戦略』早稲田大学産業経営研究所 2008 年）。最後の第 3回は 2009 年から日系自
動車メーカーの中国進出について現地調査を行い，宇野先生は東風日産についての項目
執筆を担当されました（宇野和夫・櫨山健介・川邉信雄『中国・広東省の自動車産業─


















































集』第 25 号，217-244 頁）
「中国西部地区における都市化の現状と諸問題──陝西省北部を中心として」（2005）
（『文化論集』第 26 号，127-169 頁）
「中国の群衆犯罪事件の概念と特徴」（2005）（『文化論集』第 27 号，53-88 頁）
「中国刑法における「黒社会性質組織」の認定基準問題」（2005）（早稲田大学比較法研













省の自動車産業─日系大手 3社の進出した自動車産業集積地』第 2章第 4節　早稲
田大学産業経営研究所）
「広汽日野─挑戦する商用車メーカー」（2011）（櫨山健介・川邉信雄編『中国・広東省






「1995 年動向・社会／治安・犯罪）」中国研究所編『中国年鑑 1996 年版』（1996）新評論
「1996 年動向・社会／治安・犯罪）」中国研究所編『中国年鑑 1997 年版』（1997）新評論
「1997 年動向・社会／治安・犯罪）」中国研究所編『中国年鑑 1998 年版』（1998）新評論
「1998 年動向・社会／治安・犯罪）」中国研究所編『中国年鑑 1999 年版』（1999）創土社
「1999 年動向・社会／治安・犯罪）」中国研究所編『中国年鑑 2000 年版』（2000）創土社
「2000 年動向・社会／治安・犯罪）」中国研究所編『中国年鑑 2001 年版』（2001）創土社
「改革・開放期の腐敗と汚職」中国研究所編『中国年鑑 2001 年版』（2001）創土社
「2001 年動向・社会／治安・犯罪）」中国研究所編『中国年鑑 2002 年版』（2002）創土社
「2002 年動向・社会／治安・犯罪）」中国研究所編『中国年鑑 2003 年版』（2003）創土社
「2003 年動向・社会／治安・犯罪）」中国研究所編『中国年鑑 2004 年版』（2004）創土社










「開放の陰で犯罪急増」（1997）『朝日新聞』朝刊 1997 年 4 月 21 日
「猛威を振るう中国密輸犯罪」（1999）（『月刊治安フォーラム／立花書房』第 5巻第 8号）
「W杯が口火となった中国学生騒乱事件」（2006）（『中国研究月報』第 60 巻第 701 号）
「中国騒乱事件の新傾向と軍隊介入の制度化」（2007）（『中国研究月報』第61巻第712号）
「2009 年 7 月ウイグル暴動の経緯と問題点」（2009）（『中国研究月報』第 63 巻第 7号）
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「安藤彦太郎先生を悼む」（2009）（『中国研究月報』第 63 巻第 12 号）
「頻発する警察襲撃事件と警察襲撃罪増設をめぐる論争」（2011）（『中国研究月報』第
65 巻第 1号）
「中国で革命は起こるか」（2013）（『中国研究月報』第 67 巻第 2号）
「暴力に焦点を当てて社会のゆがみを描く─ジャ・ジャンクー監督の新作『罪の手ざわ
り』─」（2014）（『中国研究月報』第 68 巻第 4号）
